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平成28年度公認スポーツプログラマー養成講習会

受講の手引き
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平成28年度公認スポーツプログラマー養成講習会

開　催　要　項

1.日　　的

フィットネスの維持や向上についての専門的な知識と技能を持ち､個々人に適した身体づ

くりの実技指導と活動プログラムの捷供ができる指導者の養成を目的とし実施する｡

2.役　　割

主として青年期以降のすべての人に対し､地域スポーツクラブなどにおいて､フィットネ

スの維持や向上のための指導･助言を行う｡

3･主　催　公益財団法人　日本体育協会

公益財団法人　日本体育施設協会

4･後　援　スポーツ庁(予定)

独立行政法大　日本スポーツ振興センター(予定)

5.講習期日及び会場

1)　共通科目

①共通科目I/集合講習(2時間)及び自宅学習(ワークブックの提出)

②　共通科目Ⅱ/集合講習(14時間)及び自宅学習

<共通I +Ⅱ集合講習会場: 2会場>

【東京会場】日本体育大学(世田谷キャンパス)

〒158-8508　東京都世田谷区深沢7十1

平成28年8月27日(土) ～29日(月) 3日間　※検定試験は29日(月)

【大阪会場】大阪体育大学

〒590-0496　大阪府泉南郡熊取町朝城代1番1号

平成28年8月5日(金)～7日(日)3日間　※検定試験ば7日(日)

2)　専門科目/集合講習(63時間)

<集合講習会場>

日時‥揃期】平成28年9月13日(火) ～16日(金) 4日間

【後期】平成29年1月23日(月) ～27日(金) 5日間

※検定試験は平成29年1月27日(金)

会場‥国立オリンピック記念青少年総合センター

〒151-0052　東京都渋谷区代々木神園3-1 Te103-3469-2525

6･受講条件　受講する年の4月1日現在､満20歳以上の者｡



7.受講定員　200名

8.受講申込み

ィンタ-ネットサービス｢指導者マイページ(https:〝myjapan-sports･or･jp几ogin)｣の登

録手続き後､指導者マイページより本講習会の申込手続きを行います｡申込方法の詳細につ

ご確認ください｡いては､下記のURLより

■日本体育協会ホームページ:スポーツプログラマー

･www. orもs ｡or

9,申込み受付期間

平成28年5月2日(月)～6月10日(金)

10.受講者の決定

書類審査の上､ 7月中旬に受講者を決定し､本人宛に通知するo

また､併せて諸経費の納入方法等を通知し､諸経費納入者に対して､共通科目I ･ Ⅱテキ

ストおよびワークブックを日本体育協会より送付するo専門科目テキストは､事前に日本体

育施設協会より送付する｡

ll.検定試験｡審査

検定試験は共通科目と専門科目に区分し､共通科目は講習会の最終日､専門科目は後期講

習会の最終日に実施する｡

共通科目検定試験は筆記試験とし､日本体育協会指導者育成専門委員会において審査を行

う｡

専門科目検定試験は筆記試験とし､日本体育施設協会体育指導者審査養成委員会において

審査を行い､総合判定は両認定団体の判定結果に基づき審査するo

I)検定試験は､講習を全て履修した者のみ受験できる0

2)共通科目､専門科目いずれの検定試験に合格し総合判定審査を通った者を｢公認ボー

ップログラマー養成講習会｣修了者として認める｡

3 )不合格者抹修了者)及び講習会未受講者には､次年度開催の講習会及び検定試験の案内を

送付する｡

12.認定及び登録

I)公認スポーツプログラマー講習会修了者に修了通知及び登録申請案内を送付するoその

後､指導者登録を完了した者を､平成29年4月1日付で公認スポーツプログラマーに認

定し､ ｢認定証｣及び｢登録証｣を交付するoなお､登録申請手続は｢指導者マイページ｣

より行い､登録料の支払いをコンビニエンスストアでの現金払い､またはクレジットカ

ードによるネット決済にて行う｡

2)資格の有効期限は､ 4年間とし4年毎に更新するoただし､認定される資格以外に日本

体育協会公認スポーツ指導者資格を有している場合は､その登録有効期限までとする(ス



ボーッリーダーは除く)｡

3)本資格を更新しようとする者は､資格有効期限の6ケ月前までに､日本体育協会及び日

本体育施設協会が定める研修を受けなければならない｡

13.経　　費

1)　受講料(検定料を含む)

①　共通科目: 21. 600円(税込み)

(注) ◎共通科目I免除者は1 7. 280円(税込み)

◎共通科目I i Ⅱ講習免除者(検定試験のみ受験)は1 1, 040円(税込み)

◎共通科目全免除者は不要

②　専門科目: 54, 000円(税込み)

(注) ◎健康運動指導士有資格者は2 5, 70･0円(税込み)

[(注)共通科目･専門科目講習会参加のための旅費､宿泊費については別途自己負担と

なります｡]

2)　登　録　料　23.000円(4年間)

<内訳>　日本体育協会登録料13,000円(初回)

※ただし､更新時からは1 0.000円とする｡

日本体育施設協会登録料1 0. 000円

※ただし､他資格で日本体育協会公認スポーツ指導者として既に登録済みで有

効期限のある場合は､残りの有効期限に応じて案分された｢資格別登録料｣

および｢初期登録手数料(3, 000円)｣が必要となる｡

14.講習置試験の免除

1)下記有資格者は､共通科目を全て免除する｡

①　日本体育協会公認教師･上級教師

②　　　lI　　　　コーチ･上級コーチ

③　　II　　　上級指導員

④　　''　　フィットネストレーナー(スポーツプログラマー2種)

⑤　　lI　　　　アスレティツクトレーナー

⑥　　II　　　　スポーツ栄養士

⑦　日本初エ÷ション協会公認レクリエーションエディネサ(H12年度以前取得者)

2)下記有資格者は共通科目Iを免除する｡

①　日本体育協会公認スポーツリーダー

②　　II　　　　指導員

③　　II　　　ジュニアスポーツ指導員

④　　II　　　アシスタントマネジャー

⑤　　II　　　クラブマネジャー

⑥　日本肋エーション協会公認肋エーションユーディネサ(H13年度以降取得者)



⑦野外活動指導者(ディレクター1級)

⑧　日本スポーツ少年団認定員

3)体育系大学･短期大学及び社会体育系専門学校における免除適応コース履修者は:.日本

体育協会が発行した共通科目修了証明書により､共通科目を免除する｡また､一部の免

除適応コース承認校を卒業した者については､卒業証明書をもって共通科目Iを免除す

る(詳細については日本体育協会ホームページにて確認)｡

4 )中学校教諭または高等学校教諭の保健体育一種免許状または保健体育専修免許状保有者

は共通科目I ･ Ⅱの講習が免除となり､自宅学習を行い試験のみを受ける｡なお､講習

免除を希望する場合は､受講申込時に免許状の写しを添付するo受講料については｢13･

経費｣にて確認すること｡

5)健康運動指導士有資格者は､共通科目I ･ Ⅱの講習･試験を全て免除し､専門科目につ

いてはI ･Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ･Ⅵのカリキュラムを免除する｡ (専門科目Ⅴのみ履修)

ただし､専門科目の検定試験は､専門科目カリキュラムのすべてを受験しなければなら

ない｡

15.その他

1)受講有効期限は､申込み年度を含め4年間とする｡期限内に全て修了できなかった場合

は､履修した科目は全て無効となるため､注意すること｡

2)本講習会の受講有効期限内に他の日本体育協会公認資格の受講はできないため､注意す

ること｡

◎本講習会に対する問合せ先

<共通科目>　公益財団法人　日本体育協会　スポーツ指導者育成部

血　03-3481-2226　Fax 03-3481-2284

問合せ時間:平日9‥30-17‥30 (12‥00-13‥00を除く)

<専門科目>　公益財団法人　日本体育施設協会　事業部

血　03-5972-1983　Fax 03-5972-4106

問合せ時間:平日9:00-17:00

※受講申 し込みにあたり提供いただく個人情報は､ 公認スポーツ指導者養成団体が共同

利用することとし､本養成講習会の運営･管理および諸連絡に使用しますo
また､スポーツ指導者の活動に関する調査にて取得した情報は､個人が特定される形

での集計･公表はいたしません｡

日本体育協会は本養成講習会における受講管理を業務委託いたします｡

業務委託にあたっては､本会と委託先の間で個人情報保護に関する覚書を締結し､

個人情報の取り扱いについては十分注意を払っております｡

本会個人情報取り扱いについては､以下のURLよりご覧いただけます｡
ons.or. /tabiul O2lDe魚ult.as



"受講申込みから資格取得まで''の流れ

公認スポーツプログラマー養成講習会 

受講申込み 

受講決定通知等の到着 

受講料払込み 

共通科目I,Ⅱテキスト､ 

ワークブック到着 <自宅学習期間> 

7月下旬～共通科目1,Ⅱ集合講習 

専門科目テキスト到着 

専門科目前期集合講習受講 

共通科目I,Ⅱ集合講習受講 

専門科目後期集合講習受講 

成績結果通知到着 

登録申請手続き

I.期　間　平成28年5月2日(月)～6月10日(金)

2.申込先　｢8.受講申込み｣を参照

1.期　日　　平成28年7月中旬

2.送付物　受講決定通知､納入額明細､免除通知､会場案内図

I.期　日　　平成28年7月下旬

2.送付物　共通科目I,Ⅱテキスト､ワークブック

※共通科目Iが免除の場合､共通科目Hのテキスト､ワークブックのみ送付

※中学校教諭または高等学校教諭の保健体育一種免許状並びに保健体育専修免許状

保有者へは共通科目I ･ Ⅱのテキスト､ワークブックを送付

3.その他　1)教材が届きましたら､テキストを熟読し､ワークブックを用いて自宅学習してください｡

2)レポート等の提出はありません｡

ただし､共通科目1 , Hの検定試験範囲には､自宅学習部分の内容も含まれます｡

1.期　日　　平成28年9月13日(火)～16日(金)

2,送付物　専門科目テキスト

3.会　場　国立オルピック記念青少年総合センター

4.その他　日本体育施設協会より受講案内をお送りしますので､案内に従って受講してください｡

I.期　日　　大阪会場:平成28年8月5日(金)～7日(日)

東京会場:平成28年8月27日(土)～29日(月)

2.会　場　2会場(大阪会場:大阪体育大学､東京会場:日本体育大学　世田谷キャンパス)

3.その他　日本体育協会より受講案内をお送りしますので､案内に従って受講してください｡

I.期　日　　平成29年1月23日(月)～27日(金)

2.会　場　国立オルピック記念青少年総合センター

3.その他　1)日本体育施設協会より受講案内をお送りしますので､案内に従って受講してください｡

2)講習最終日に検定試験を実施いたします｡

3)専門科目前･後期を全て受講していないと検定試験を受験できません｡

1.期　日　　平成29年2月下旬(予定)

2.送付物　合格者-は修了通知及び登録申請案内不合格者-は次年度開催の検定試験案内が送られます｡

1.登録手続き期間　平成29年3月

公認スポーツプログラマー資格認定 

平成29年4月1日付 

認定証､登録証到着
平成29年4月下旬

-5-



共通科目カリキュラム

01

区分 �盈ｩkﾂ��ｲ�内容 倬隴I�B�
集合 俾��隗x��計 

共通科目I 兌h嶌,h+X,H,ﾈ5�7ﾈ�ｸ62�6ﾒ"�スポーツの概念と歴史 ���3.75 �2縱R�

文化としてのスポーツ 
指導者の役割I �5�7ﾈ�ｸ68轌;��(,h,ﾒ�2 �2�5 

スポーツ指導者の倫理 

指導者の心構え.視点 
世界の舞台をめざすアスリートの発掘.育成の重要性と指導者の役割 

トレーニング論I O ��ﾉ|ﾘ,h,ﾒ�0 �2縱R�3.75 

トレーニングの進め方 
トレーニングの種類 

スポーツ指導者に必要な 医学的知識I Oヽ �5�7ﾈ�ｸ68,hﾉ(ﾔ��0 途絣�7.5 

スポーツ活動中に多いケガや病気 
救急処置 

スポーツと栄養 �5�7ﾈ�ｸ68,h哩wｲ�0 �"絣�2.5 

指導計画と安全管理 ヾ`○ 倡y;�ﾇh柯,ﾉzx,I_ｲ�0 �2縱R�3.75 

スポーツ活動と安全管理 
ジュニア期のスポーツ 價ﾘ孜Jﾙ$(ｯｨ,ﾉ�y�ﾉ4�<�*ZI�9yﾙ4�<�*R�0 迭�5 

発育発達期に多いケガや病気 
発育発達期のプログラム 

地域におけるスポーツ振興 �&闔h,�*�*�.�5�7ﾈ�ｸ69�Xｻｹ_ｸﾟH,hﾗ9�ﾘ,ﾈ*�*�.ﾘ.��0 �2縱R�3.75 

総合型地域スポーツクラブの必要性と社会的意義 
地域におけるスポーツクラブとしての｢スポーツ少年団l 

2 �32�35 

区分 �盈ｩkﾂ�内容 倬隴I�B�
集合 俾��隗x��計 

共通科目Ⅱ 倆�檍,ﾉ(h,ﾈ5�7ﾈ�ｸ62���社会の中のスポーツ �"�3 迭�

我が国のスポーツプロモーション 
スポーツと法 ○ �5�7ﾈ�ｸ68馼ﾌﾈ,�*�*�.�5�7ﾈ�ｸ68轌;��(,ﾉd�4��9D2�2 �2�5 

スポーツと人権 
スポーツの心理I Oヽヽ �5�7ﾈ�ｸ68,i�2�3 釘絣�7.5 

スポーツにおける動機づけ 
コーチングの心理 

スポーツ組織の運営と事業 ��ﾘﾘxﾅ�&闔h5�7ﾈ�ｸ684�8�7X,ﾈ孜�ﾈ,h戊�2�4 澱�10 

スポーツ組織のマネジメントと事業のマーケテイング 
スポーツ事業のプロモーション 

対象に合わせたスポーツ指導 �(hﾘ)D竟(,h5�7ﾈ�ｸ62�3 釘ﾃR�7.5 

女性とスポーツ 
障害者とスポーツ 

14 �#��35 



専門科目カリキュラム

科目名 ��剋條ﾔ 内容 劔�B�

集合 

I運動と健康 ��阨�:�,hﾉ(ﾔ��僮 
2.スポーツプログラマーの役割 

Ⅱフィットネス.エクササイズの 理論と実際 ���7H4(6(6x6ﾈ5り6x8ﾈ�ｸ6ｨ984���10 

①全身持久力.身体組織系 

②筋力/筋持久力系 

③柔軟性系 

④調整力系 

2.マシーントレーニング 剴B�

①マシーンの特性 

②マシーントレーニングの実際 

3.-ルス.エクササイズ 剴�"�

①体操系 

ア.体操 

ィ.ストレッチング 

②エアロビクス系 

ア.ウオーキング.ジョギング 

ィ.水泳.水中運動 

ウ.エアロビツクダンス 

③レクリエーション.スポーツ系 

i ～ �4�霽�5�7ﾈ�ｸ62�

ィ.運動ゲーム 

Ⅲフィットネス.エクササイズlと 健康管理 ���7H4(6(6x6ﾈ5り4x4�5H5H485�,i�ﾉ+"��3 

I I ���ﾉ+(6�4h6(4�,ﾈ�8ｶ�,i_ｹd��

②スポーツと疲労回復(栄養と休養) 

2.フィットネス.エクササイズと安全 剴R�

～ i ��4X4��ｸ7�984�4�6(7jB�

②クーリングダウン 

Ⅳ体力測定と評価 ����ﾉ|ﾙ�ｩ.�,ﾉ_ｹd���6 2.測定結果の処理 

3.体力評価とスポーツプログラム 

Vフィットネスプログラムの実際 ���7H4(6(6x6ﾈ5�7h8ﾘ4�8�8�,ﾈｮ馮ｹ4兩ｹd���16 

2.子どものフィットネスプログラム 

3.壮年(中年)のフィットネスプログラム 

4.高齢者のフィットネスプログラム 

5.女性のフィットネスプログラム 

6.障害者のフィットネスプログラム 

7.上記2-6から選択科目 

Ⅵスポーツ相談の実際 ���5�7ﾈ�ｸ69�ｩ&ｸ,ﾈ�8ｶ���6 
2.スポーツ相談の実際 

63 
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平成28年度sp共通科目集合講習会　日程表(予定)

時刻 偖xﾘxﾗX�橙�第1日日 ��c)?ｩ?｢���c9?ｩ?｢�

9:00 10:00 ll:00 ��9高二詩誌1 剞ｳo垂2‥00l スポーツ∴の心理-I∴(S∴h) 釆置一斗と卑 ･スポーツにおける動機づけ ･コ÷テンゲの心理 

スポーツ組織別 �阮8,h馼栗4�B�

12:00 假9WC�#｣��ﾓ�#｣3���hｺI,､�8��ｸ4�7X6(4�,ﾈ���� �<休憩> 12:00-13:00 

12:30 ��#｣3�4�8ｨ4x986X�ｸ5h8x92���Z｢���#｣C�ｺh裴���饑�/�ｹ�3�Z｢�� 

13:00 �<休憩> �13:00-検定試験の説明(15分) 【検定試験】13:15-15:15 共通Ⅱ(13:15-14:15) 共通I(14:15-15:15) 

13:10 栃ｷ鞍S��

13:10-13:20 ��3｣��ﾓ�C｣���

13:20 侭^�<X裵����"�宰Ii(X.(ﾍｹ:苹$ﾈｿ��

14:00 14:30 剴�d三重: 社会∴0}中のスポ｢ツ(∴2∴h) ･社会の中のズポ｢ツ ･我が国のスポ｢ツプロモーシヨ:ン- 

15:20 栃ｷ鞍S���S｣#�ﾓ�S｣3��� 

15:30 ��Rr粤3�ﾓ�畏*"�

対甜こ寧あせたスポーツ播導く鍋) 栃ｷ鞍S���c｣��ﾓ�c｣���
16:00 

16:10 17:20 18:00 刮､事o≡_車61-1 スポー豆と溶融) ･スホ∴-ツ事故における 婚〇一糖詰寄の藩的責任 ･調〇一ツと人韓ー 

18:30 �� 

※時間割で変更する場合があります｡受講決定時に確定した日程表を送付いたします｡
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平成28年度公認スポーツプログラマー養成講習会日程表(専門科目)
公益財団法人　日本体育施設協会

時 塔｣3�謄����｣����｣���#｣���3｣���C｣���S｣���c｣���s｣���Ε���謄��#�｣��#�｣���

日 �(bﾃCR�9:15 免免��12:中 ��3｣�V��) ��X��� 凵`-i � 末�ｨ爾�

前期 平成28年 9月13日 (火) 迄�2�WB�翼I運動と健*9'.葦講習実際昼食Ⅵ雪捲縛移動 劔劔Ⅱ-ルス.エクササイズ (水泳.水中運動) 16:30-18:30 (野村先生) (国立代々木競技場室内水泳場) � 

9月14日 刧W体力測定と評価 9:00-12:00 剪巨H �y�ﾉ|ﾙ�ｩ.�,iUﾘ幵��3｣��ﾓ�c｣���刹x �Rﾘ8ｸ5り4x4�5H5H485���4x4�8ﾘ7(684�5�985ｒ��c｣�X���Ε�R��(i�ｩ�i�b��イ�x���Y�ﾈ支�����

(水) �(青木先生) (417室.大体育室) 剪��)m��i�b��イ�x���剏e 

9月15日 ��Ⅱマシーントレーニング 9:00～13:00 劔(ｹ���Ⅱ-ルス.エクササイズ (ウオーキング.ジョギング) 14:00-16:00 (山西先生) (417室.大体育室) 刹x ��5�7ﾈ�ｸ69�ｩ&ｸ,ﾈ��ﾝｲ��c｣�Rﾓ�Ε�R���

(木) �(山西先生.矢野先生) (417室,大体育室) 劔剏e 忠(i8y�i�b��イ�x���

9月16日 ��Ⅱフィ､ソトネス.トレーニング 劔(ｹ���Ⅲウオーミングアップとクーリングダウン 劔剪�9:00-13:00 劔14:00--19:00 

(金) �(尾懸先生) 劔(白木先生) 
(417室.大体育室) 劔(417室.大体育室) 

8:309:0010:0011:0012:00ノ13:0014:0015:0016:0017:0018:0019:0020:0021:00 

ii 冓i一一 ��#｣#�?｣(�CS��～ ����～ ��c｣�R�末鳴���19‥15i中里ii 

後期 假8�2�劍uRﾘ8ｸ5り4x4�5H5H485忠�ﾉ��ﾆ竰�� �Rﾘ8ｸ5り4x4�5H5H485���ｲ�劔 

平成29年 劔艇�"��3｣��ﾓ�c｣���剋� 宙8ﾈ4�8ｨ4x�ｸ5h8x92�5�7ﾈ�ｸ68ﾆ竰�

1月23日 儻ILｲ�剪為)m��i�b��ｸ��剳t ��c｣�Rﾓ�謄�R�淫ﾉ�)�i�b��

(月) 劔茶C�x���Y�ﾈ齪���劍7Br�イ�x���Y�ﾈ支���

1月24日 ��Vフィットネスプログラム 9:00-12:00 剪巨H ��7H4(6(6x6ﾈ5�7h8ﾘ4�8�8���3｣��ﾓ�S｣���亶����･��%�鉄s�Vﾇ肇#���7h8ﾘ4�8�8��

(火) �(山西先生) (417室.大体育室) 剪亥)�ﾉ�i�b��イ�x���Y�ﾈ支���佝Rｈﾏhﾞ�儉ｹ�~ｨ��ﾇh68ｺh橙��

1月25日 ��V高齢者のフィットネスプログラム 剪巨H 鰭��ｸ,ﾈ7H4(6(6x6ﾈ5�7h8ﾘ4�8�8��刹x �h7H4(6(6x6ﾈ5り4x4�5H5H485�,i�ﾉ+"�劔i 9:00-12:00 剴�3｣��ﾒﾓ�c｣���剴�c｣�X爾ﾓ�謄�R�

(水) �(武井先生) 剪浦�鯖�i�b��剩ﾟ 宙ﾞ)gｹ�i�b��
(417室.大体育室) 剪イ�x���Y�ﾈ支���剪イ�x���

1月26日 ��Ⅱフィットネス.トレーニング 9:00-12:00 剪巨H �X7H4(6(6x6ﾈ5り6x8ﾈ�ｸ6ｨ984���3｣��ﾂﾒﾓ�c｣���� 

(木) �(尾鰊先生) (417室.大体育室) 剪碓i7��i�b��イ�x���Y�ﾈ支���

1月27日 ��受嘉 末��佶�.郁靈�ｲ�
i～i 

(金) 剳t議 憧イ�x�憧�亦�

～ �9:20 末免ﾆﾈ�C3��i ����i 亦� 冓Ii � ��ｶ免��

8:30　9:00　　　　　10:00　　　　　11:00　　　　　12:00　　　　　13:00　　　　　14:00　　　　　15:00　　　　　16:00　　　　　17:00　　　　　18:00　　　　　19:00　　　　　20:00　　　　　21:00



日本体育協会は約束します! ～

日本体育協会は､公認スポーツ指導者制度に基づき｢スポーツの未来を支えるグ

ッドコーチ｣を育成するため､指導者に対し､社会に対し､そして自分自身に対し､指

導者育成が目指す方向性をここに示し､みなさんと約束します｡

メインメッセージ

スポ-ツを未来へ継承する
｢スポーツは､自発的な運動の楽しみを基調とする人類共通の文化である｡ (ス

ポーツ宣言日本)｣

私たちが愛するスポーツは､世代も人種も越えて受け継がれてきまLTr,=′　しか

も不断の進化(変容･拡大･深化)を続け､現在では､人々の生き方や暮らし

方に重要な影響を与えています｡

そのスポーツの現場において､直接的に活動を支えてきだスポーツ指導者たち
の存在と功績は極めて大きく､日本のスポーツ発展の牽引役を担ってきたと言

えるでしょう｡

時代と社会の発展とともに進化し続けてきたスポーツ界において､指導者には

何が求められてきたのか｡これからの時代に何を受け継ぎ伝え導いていくのか｡

そして新たに何が求められてくるのか｡

日本体育協会は､スポーツ指導者養成の取り組みを始めて5 0年が経過したこ

とを契機に､改めて､スポーツ指導者のこれまでの実績を見つめなおし､その

意義と役割を未来へつなぎ､広め､高めていくことを約束します｡

指導者のみなさま-

あなたの｢学び｣を全力で応接します
スポーツ指導者は何のために存在するのか｡それは､スポーツの技能やパフォ

ーマンスの向上､スポーツを通じた人としての総合的な成長､そしてスポーツ

の意義と価値の向上の3つといえるでしょう｡

スポーツ指導者は､この3つを実践するため､プレーヤーズ･ファーストを基

本スタンスとして､自分が持っている資質能力(思考､態度･行動､知識･技

能)のすべてを駆使して､指導対象者の行動をプラス方向-変容させることに

力を注ぎ､その成果を高めるために｢学び続けて｣います｡
｢学び｣は常に｢わかる｣から｢できる｣へ｡さらに｢いっもできる｣へ｡と

段階的に成長していきます｡

日本体育協会は､あなたの｢学び続ける姿勢｣に応えるため､各種講習会や研

修会を開催するとともに､さまざまな情報提供を通じて､あなたの｢学び｣を

応援し続けていくことを約束します｡
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スポーツを愛するすべてのみなさまへ

｢安全で.正しく.楽しいスポ-ツ活

動｣をサボ-卜しまず
｢スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことは､すべての人々の権利｣と

謳う｢スポーツ基本法｣は､併せて｢すべての国民がその自発性の下に､各々

の関心､適性等に応じて､安全かつ公正な環境の下で日常的にスポーツに親し

み､楽しみ､支える活動に参画することのできる機会が確保されなければなら

ない｣としています｡

日本体育協会は､公益法人の責務として､スポーツの意義と価値を自覚し､尊

重し､表現できる資質能力(思考､態度･行動､知識･技能)を有する公認ス

ポーツ指導者を加盟団体等と一体となって養成していくことで｢安全で､正し

く､楽しいスポーツ活動｣をサポートしていくことを約束します｡

スポーツ界(自分たち)へ

指導者ととも糟.スポ-ツの未来の

ために
日本体育協会公認スポーツ指導者制度は､日本体育協会と加盟団体等が一体と

なって､各種スポーツ指導者の資質と指導力の向上をはかり､指導活動の促進と

指導体制を確立するために定めているものです｡
このたび､指導者育成50周年にあたり｢私たちは何のために指導者の育成を

行っているのか?｣と自らに問いかけたとき､その答えを｢スポーツに関わる

すべての人の幸福実現(うまくなりたい､つよくなりたい､健康でいたい､長

生きしたい､仲間と喜び楽しみを共有したい)に貢献すること､養成された指

導者の社会的価値を高めること､スポーツの意義と価値をつなぎ､広め､高め
ていくこと｣と導き出しました｡

スポーツ指導者の｢学び｣は常に｢わかる｣から｢できる｣ -｡さらに｢いつ

もできる｣ -｡と段階的に成長していきます｡

スポーツ推進の担い手となるスポーツ指導者の成長を支えていくのは､私たち

スポーツ団体の責務です｡

スポーツに関わるすべての人を幸福にし､さらにその幸福を社会に広げていく

活動のため｢指導者とともに､スポーツの未来のために｣ともに歩みましょう｡
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